
は
じ
め
に

　
寺
院
や
神
社
の
起
源
や
由
来
を
歴
史
的
観
点
に
立
っ
て
記
述
し
た
も
の
を
寺
社
縁
起

と
い
う
。
多
く
は
文
献
の
体
裁
に
あ
る
も
の
を
縁
起
と
い
う
が
、
伝
説
な
ど
の
口
承
文

芸
や
宗
教
者
が
行
う
絵
解
き
な
ど
も
縁
起
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。

　
縁
起
は
、
寺
社
の
創
建
か
ら
縁
起
制
作
時
ま
で
の
出
来
事
な
ら
び
に
、
説
話
や
神
仏

霊
験
譚
な
ど
も
交
え
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
大
安
寺
や
法

隆
寺
の
古
縁
起
が
作
ら
れ
て
以
来
、
時
代
と
と
も
に
多
く
の
縁
起
が
作
ら
れ
た
。
近
世

中
期
に
な
る
と
、
寺
社
参
詣
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
を
受
け
て
、
各
寺
社
で
縁
起
を
簡
単

に
ま
と
め
た
略
縁
起
が
普
及
し
、
一
枚
も
の
の
刷
り
物
や
小
冊
子
な
ど
に
し
て
、
参
詣

者
に
配
布
し
た
と
い
う
（
＊
１
）。

　
こ
こ
で
は
、
太
平
山
三
吉
神
社
が
所
蔵
す
る
縁
起
か
ら
、
各
縁
起
の
比
較
や
変
遷
に

つ
い
て
見
て
い
く
と
と
も
に
、
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
三
吉
大
神
の
伝
承
も
触
れ
、

人
々
の
間
に
太
平
山
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一
　
太
平
山
三
吉
神
社
と
寺
社
縁
起
の
概
要

（
一
）　
太
平
山
三
吉
神
社
に
つ
い
て

　
太
平
山
三
吉
神
社
は
、
太
平
山
山
頂
に
奥
宮
、
秋
田
市
広
面
赤
沼
に
里
宮
を
持
つ
神

社
で
あ
り
、
大
己
貴
大
神
・
少
彦
名
大
神
・
三
吉
大
神
の
三
神
を
祀
る
。
江
戸
時
代
ま

で
の
神
仏
習
合
下
に
お
い
て
は
修
験
の
大
壽
院
が
別
当
を
つ
と
め
て
お
り
、
本
地
仏
で

あ
る
薬
師
如
来
を
祀
っ
て
い
た
。
太
平
山
三
吉
神
社
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
か
ら
、
大
壽
院
が
太
平
山
の
奥
宮
を
守
護
し
、
以
来
代
々
世
襲
で
修
験
を
つ

と
め
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
歴
代
の
藩
主
が
祈
祷
を
行
っ
た
記
録
が
残
る
こ
と
か
ら
、

秋
田
藩
と
の
結
び
つ
き
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
（
＊
２
）。
明
治
元
年
以
降
の
神
仏
分
離
政
策
に

よ
り
太
平
山
三
吉
神
社
と
な
り
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
ま
で
は
県
社
と
さ
れ

た
。
現
在
分
社
が
北
日
本
各
地
や
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
あ
り
、
幅
広
い
地
域
の

人
々
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
ま
で
は
太
平
山
山
頂
の
奥
宮
の
み
を
社
殿
と
し
て
い
た
が
、
八
代
藩
主
佐

竹
義
敦
が
造
っ
た
雪
見
御
殿
の
場
所
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
十
二
代
藩
主
義

堯
が
設
け
た
太
平
山
遙
拝
所
が
建
立
さ
れ
た
の
が
、
現
在
秋
田
市
広
面
赤
沼
に
あ
る
里

宮
で
あ
り
、
人
々
か
ら
「
赤
沼
の
三
吉
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
太

平
山
三
吉
神
社
で
は
、大
壽
院
が
復
飾
し
て
田
村
姓
を
名
乗
り
、現
在
も
田
村
氏
が
代
々

宮
司
を
務
め
て
い
る
。

（
二
）
縁
起
の
構
成

　
太
平
山
三
吉
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
縁
起
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
か
ら
明
治

四
十
年
（
一
九
〇
七
）
ま
で
に
作
ら
れ
た
七
本
で
、
す
べ
て
巻
子
装
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
縁
起
の
内
容
に
つ
い
て
時
代
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
縁
起
に
書
か
れ
て
い
る
寺
社
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
内
容
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
　�
太
平
山
は
修
験
の
開
祖
で
あ
る
役
行
者
の
開
い
た
霊
山
で
あ
り
、
本
地
仏
は
薬
師

如
来
で
あ
る
。

イ
　�

大
同
二
年
（
八
〇
七
）、
坂
上
田
村
麻
呂
が
太
平
山
に
篭
っ
て
蝦
夷
征
伐
の
た
め

の
祈
願
を
行
い
、
戦
い
に
勝
利
し
た
。
そ
の
際
、
神
像
な
ら
び
に
鏑
矢
を
山
に
奉

納
し
、
山
宝
と
し
た
。

ウ
　�

慈
覚
大
師
円
仁
が
太
平
山
に
大
伽
藍
を
創
建
し
た
が
、
長
い
年
月
が
建
ち
、
騒
乱

　
　

寺
社
縁
起
の
変
遷
ー
太
平
山
三
吉
神
社
の
縁
起
か
ら
ー

　
　
　

丸
谷　

仁
美*

・
嵯
峨　

彩
子*　
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や
賊
に
荒
ら
さ
れ
て
、
太
平
山
の
堂
宇
は
衰
廃
し
た
。

エ
　�

太
平
の
城
主
、
藤
原
三
吉
が
大
井
太
郎
な
ら
び
に
五
郎
に
陥
れ
ら
れ
、
太
平
山
に

こ
も
り
人
々
に
祟
り
を
な
し
た
。
そ
れ
を
恐
れ
た
人
々
が
太
平
山
に
藤
原
三
吉
を

祀
り
、
三
吉
を
十
二
神
将
の
列
に
加
え
た
と
こ
ろ
、
災
害
が
止
み
、
人
々
に
平
安

が
訪
れ
た
。

オ
　�

慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
の
際
、
神
主
が
太
平
山
に
籠
り
戦
勝
祈
願
を
お
こ
な
っ
た

と
こ
ろ
、
八
月
十
二
日
に
鵰
が
山
頂
に
あ
ら
わ
れ
た
。
十
七
日
、
十
二
代
秋
田
藩

主
佐
竹
義
堯
が
代
参
を
行
い
、
九
月
十
六
日
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
條
道
孝
が
遥
拝

所
で
祈
願
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
戦
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
　�

戦
場
で
は
、
両
脇
に
大
砲
を
抱
え
た
神
が
現
れ
、
多
く
の
敵
を
倒
し
た
。
そ
し
て
、

敵
の
撃
つ
弾
は
味
方
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
。

二
　
各
縁
起
に
つ
い
て

　
こ
う
し
た
構
成
を
踏
ま
え
、
各
縁
起
に
つ
い
て
内
容
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
凡
例

・
旧
字
・
異
体
字
は
通
常
の
字
体
に
改
め
、
文
章
中
改
行
を
加
え
て
い
る
。

・
削
除
さ
れ
た
文
字
は
左
に
「
〃
」
と
傍
書
し
て
こ
れ
を
示
し
た
。

・
文
中
右
に
（
　
）
で
示
し
た
部
分
は
注
と
し
て
示
し
た
部
分
で
あ
る
。

・
判
読
不
能
な
文
字
は
□
で
示
し
、
文
字
数
が
不
明
な
場
合
は
〔
　
〕
と
し
た
。

（
一
）
縁
起
一
　
　
本
紙
　
一
六
㎝
×
一
一
〇
㎝

〔
翻
刻
〕

（
裏
書
）「
寛
政
三
年
亥
七
月
吉
日
　
別
当
大
壽
院
恵
光
」

（「
政
」「
亥
」「
恵
光
」
は
異
筆
で
、
元
の
字
の
上
に
記
す
）

太
平
山
略
縁
起

太
平
山
略
縁
起

　
抑
太
平
山
大
権
現
ト
申
奉
ル
ハ
、
御
本
地
ハ
則
薬
師
如
来
ニ
テ
、
役
行
者
開
闢
ノ
霊

山
ナ
リ
。
其
後
大
同
二
年
田
村
将
軍
、北
狄
調
伏
ノ
勅
ヲ
奉
ハ
リ
当
国
ニ
下
向
ノ
刻
ミ
、

当
山
ニ
深
ク
祈
誓
ヲ
籠
玉
ヒ
シ
ニ
、
不
思
議
ノ
御
告
ヲ
蒙
リ
荒
夷
悪
鬼
ノ
類
タ
ク
ヒを
不
日
ニ

退
除
シ
、
直タ
ゝ

チ
ニ
凱ガ
イ
カ歌

カ
チ
ド
キ

ヲ
唱
、
国
中
ヲ
平
治
シ
玉
ヒ
シ
ハ
、
偏
ニ
当
山
ノ
擁
護
ニ
依

テ
也
。
其
節
安
置
シ
玉
ヒ
シ
本
尊
御
鏡
佛
并
ニ
鏃
根
等
、
今
ニ
伝
テ
山
宝
ト
ス
。

　
其
次
慈
覚
大
師
登
山
シ
テ
、
大
ニ
殿
堂
伽
藍
ヲ
創
建
シ
、
一
山
興
隆
ノ
美
ヲ
輝
シ
玉

ヒ
シ
カ
、
星
霜
押
移
リ
或
ハ
兵
乱
ノ
為
ニ
堂
宇
ヲ
焼
シ
ョ
ウ
キ
ャ
ク
却
セ
ラ
レ
、
或
ハ
悪
徒
ノ
為
ニ

賊
害
セ
ラ
レ
テ
、
衆
徒
等
四
方
ニ
散
落
シ
、
一
山
年
久
シ
ク
衰
廃
セ
リ
。

　
爰
ニ
太
平
ノ
城
主
鶴
寿
麿
藤
原
三
吉
天
姓性

仁
愛
ニ
シ
テ
頗
郷
民
ヲ
撫
育
セ（
マ
マ
）
ラ
シ
ニ
、

大
井
太
良
同
五
良
ト
心
ヲ
合
セ
三
吉
ノ
所
領
ヲ
押
掠
セ
ン
ト
企
、
数
度
合
戦
ヲ
催
セ
シ

ニ
、
三
吉
勇
ナ
リ
ト
雖
、
寡
ヲ
以
衆
ニ
敵
シ
難
ク
、
終
ニ
居
城
ヲ
遁
レ
テ
太
平
山
ノ
幽

谷
ニ
隠
レ
、
一
念
ノ
恨
鬼
形
ト
変
ジ
テ
大
井
ノ
一
族
ヲ
亡
シ
、
猶
国
中
ニ
縦
横
セ
シ
カ

バ
国
民
大
ニ
恐ヲ
ソ
レ怖
ヲ
ナ
シ
、
依
テ
三
吉
大
権
現
ト
鎮
祭
シ
、
十
二
神
将
ノ
列
ニ
加
ヒ
奉

リ
シ
カ
バ
、
災
害
忽
止
ミ
、
利
生
誠
ニ
新
ナ
リ
。
本
地
ハ
則
宮
毘
羅
大
将
ニ
テ
座
マ
セ

ハ
、
鎮
国
安
民
ノ
誓
護
際キ
ワ

モ
ナ
ク
、
勧
善
懲
悪
ノ
神
威
測ハ
カ

ル
ベ
カ（
マ
マ
）
サ
ル
モ
ノ
也
。
其
利

生
ノ
新
タ
ナ
ル
事
、
諸
人
ノ
知
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
、
之コ
レ

ヲ
略
ス
。
一
度
当
山
ニ
歩
ヲ
運
ブ

輩
ハ
、
諸
願
成
就
ノ
加
被
ヲ
蒙
ラ
ン
コ
ト
、
何
ノ
疑
カ
ア
ラ
ン
ト
云
爾

当
山
略
縁
起
畢

（
挿
入
紙
）「
文
化
七
年
　
恵
光
」

〔
解
説
〕
こ
の
縁
起
は
、
太
平
山
三
吉
神
社
の
縁
起
の
う
ち
、
現
状
で
年
号
の
確
認
で

き
る
も
の
の
中
で
一
番
古
い
も
の
で
あ
る
。
縁
起
を
書
い
た
恵
光
な
る
人
物
は
、
十
一

代
大
壽
院
北
雲
で
、
後
に
恵
光
と
名
乗
り
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
死
去
し
て
い

る
（
＊
３
）。

　
縁
起
は
　
ア
　
→
　
イ
　
→
　
ウ
　
→
　
エ
　
の
順
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的

簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
が
、
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
内
容
と
、
エ
の
、
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藤
原
三
吉
の
内
容
と
が
、
ほ
ぼ
同
じ
分
量
で
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
三
吉
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
は
目
長
崎
城
主
だ
と
い
う
説
や
、
山
谷
の
館
主
（
目
長
崎
・
山
谷
は
い
ず
れ

も
秋
田
市
太
平
に
あ
る
集
落
名
）
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
な
い
（
＊
４
）。

（
二
）
縁
起
二
　
　
本
紙
　
一
九
．
五
㎝
×
二
三
一
㎝

〔
翻
刻
〕

太
平
菩
提
峰
縁
起

　
抑
当
山
の
濫
觴
を
尋
奉
る
に
、
人
王
四
拾
代
天
武
天
皇
御
宇
白
鳳
二
癸
酉
四
月
、
役

君
行
者
始
て
入
山
ま
し
〳
〵
、
𡸴
崕
を
躡
、
葛
藟
を
攀
（
よ
ず
）。
絶
頂
に
登
て
医
王
善
逝
を
勧

請
し
奉
、
定
慧
の
二
法
を
顕
章
し
て
、
表
裏
の
両
経
を
開
闢
し
給
ふ
と
云
々
。

　
其
後
四
十
五
代
聖
武
天
皇
御
宇
、
行
基
大
僧
正
、
当
国
に
遊
暦
ま
し
〳
〵
、
役
君
の

遺
蹝
を
慕
ひ
、
再
当
山
の
荊
棘
を
踏
開
ら
き
、
数
日
篭
居
ま
し
〳
〵
経
王
書
写
の
夙
願

を
興
た
ま
へ
し
に
、
紫
雲
東
方
に
靉
靆
、
光
明
赫
耀
と
し
て
薬
師
如
来
顕
現
し
玉
ふ
。

僧
正
感
涙
胆
に
銘
じ
、
則
感
見
の
聖
容
を
彫
刻
し
奉
、
当
山
の
本
尊
仏
と
な
し
給
ひ
、

近
邑
を
勧
進
し
て
新
に
堂
宇
を
建
営
し
給
ふ
。

　
同
五
十
弐
代
平
城
天
皇
大
同
二
丁
亥
歳
、
田
村
将
軍
利
仁
公
、
夷
狄
征
伐
の
勅
を
奉

当
藩
に
下
ら
せ
給
へ
し
に
、
夜
に
大
嶽
の
二
鬼
国
中
に
縦
横
し
、
人
民
東
西
に
逃
惑
ふ
。

将
軍
悲
ま
せ
た
ま
へ
、
徒
歩
し
て
当
山
に
登
、
悪
鬼
調
伏
の
祈
願
を
篭
さ
せ
た
ま
へ
し

に
、
薬
師
如
来
忽
然
と
し
て
顕
わ
れ
た
ま
ひ
、
親
ク
善
逝
の
示
現
を
蒙
、
悪
鬼
の
居
栖

を
識
り
、
不
日
に
し
て
二
鬼
を
退
伏
し
、
永
災
孽
を
除
、
国
中
を
平
治
し
た
ま
ひ
、
愈

当
山
の
霊
験
を
仰
木
華
開
耶
姫
の
命
を
勧
請
し
奉
、
持
念
の
鏡
佛
御
自
筆
の
名
号
及
鏃

の
根
等
を
奉
納
し
、
鎮
護
国
家
の
伽
藍
を
造
栄
し
、
山
を
太
平
菩
提
と
名
け
、
寺
を
大

同
護
国
と
号
し
、
則
香
華
の
資
料
と
し
て
、
三
千
畝
の
菜
田
を
寄
付
せ
ら
る
ゝ
と
云
々
。

（（
割
注
）
傳
に
云
。
時
に
大
同
二
臘
月
八
日
と
云
々
）。
加
旃
、
慈
覚
大
師
打
続
へ
て

登
山
ま
し
〳
〵
、
益
堂
宇
を
興
起
し
、
一
山
の
衆
徒
を
潤
色
し
、
八
十
八
箇
の
伽
藍
を

造
営
し
た
ま
へ
緇
素
踵
を
継
、
洪
基
繁
栄
の
霊
場
と
な
し
給
ふ
。

　
し
か
る
に
領
主
大
井
太
郎
五
郎
と
、
藤
原
三
吉
と
（（
割
注
）
或
鶴
寿
丸
と
号
ス
）、

数
度
の
闘
戦
に
勝
利
な
き
事
を
憤
り
、
三
吉
則
幽
谷
に
入
て
、
其
霊
修
（
終
の
誤
カ
）
神
鬼
と
な
り
縦

に
賊〃
〃徒
を
悩
ま
す
。
入
山
の
も
の
是
か
た
め
に
絶
、
僧
院
是
か
為
に
荒
廃
す
。
物
摠
ク

星
移
、
或
は
闘
戦
の
街
と
な
り
、
神
倶
を
奪
掠
し
、
或
は
兵
火
の
た
め
に
回
禄
し
て
、

旧
記
悉
焼
却
す
。
其
後
玄
光
僧
都
、
入
山
ま
し
〳
〵
一
山
の
絶
た
る
を
継
、
寺
宇
の
廃

れ
た
る
を
興
し
、
鬼
神
を
三
吉
権
現
と
鎮
祭
り
て
十
二
神
将
の
列
に
加
ひ
た
ま
へ
し
よ

り
以
来
、
妙
用
日
々
に
新
に
威
厳
年
々
に
隆
な
り
、
遠
近
共
に
是
を
仰
、
尊
鄙
同
是
を

尚
ぶ
。
嗚
呼
織
悪
の
衆
生
を
呵
し
、
乱
慢
の
機
根
を
懲
さ
ん
か
た
め
、
仮
に
忍
辱
の
内

證
を
隠
し
極
悪
の
外
相
を
現
し
給
ふ
も
の
歟
。

　
中
頃
藤
沢
遊
行
上
人
、
念
仏
弘
通
の
た
め
山
篭
結
界
の
砌
、
弥
陀
薬
師
観
音
の
三
像

三
身
具
足
の
尊
容
を
拝
奉
、
随
喜
渇
仰
の
あ
ま
り
当
山
の
恵
燈
永
挑
け
て
三
会
の
暁
に

す
か
ら
む
事
を
誓
た
ま
ひ
、
本
房
を
改
て
大
壽
院
と
号
せ
し
め
た
ま
ふ
。
而
し
て
星
余

押
移
る
に
随
、
末
山
或
は
退
轉
し
、
或
は
改
宗
し
て
蹤
蹟
唯

焉
た
り
悠
々
た
る
千
歳

の
際
本
房
幸
に
存
し
て
修
務
未
タ
曽
て
懈
ら
す
、
当
山
の
威
徳
、
遠
近
に
轟
々
と
し
て

賽
詣
自
踵
を
継
聯
々
た
る
異
験
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。
視
聴
の
触
る
ゝ
処
世
以
是
を

信
知
す
故
に
、
爰
に
省
略
す
と
云
尓

　
当
山
縁
起
　
畢

太
平
菩
提
峯
正
別
当
　
大
壽
院
　
寅
誌
焉

于
時
天
保
十
二
竜
次
辛
丑
　
七
月
改
焉

兼
大
寿

　
喜
楽
院
現
住
亀
丸
英
俊
　
補
焉

〔
語
釈
〕

　
濫
觴
＝
物
事
の
起
こ
り
・
起
源
　
　
　
𡸴
崕
＝
け
わ
し
く
き
り
た
っ
た
が
け
　

　
医
王
善
逝
＝
薬
師
如
来
の
異
称
　
　
　
定
慧
＝
仏
語
で
禅
定
と
知
恵
の
こ
と

　
経
王
＝
経
典
中
最
も
優
れ
た
貴
い
者
　
紫
雲
＝
め
で
た
い
雲
　
　
災
孽
＝
わ
ざ
わ
い

　
靉
靆
＝
雲
が
た
な
び
く
こ
と
　
　
　
　
赫
耀
＝
光
輝
く
こ
と
　
　
不
日
＝
す
ぐ
に
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聖
容
＝
神
仏
な
ど
の
貴
い
も
の
の
姿
　
香
華
＝
仏
前
に
供
え
る
香
と
花

　
臘
月
＝
陰
暦
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
加
旃
＝
し
か
の
み
な
ら
ず

　
潤
色
＝
斡
旋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緇
素
＝
僧
と
俗
人

　
洪
基
＝
大
き
な
事
業
の
基
礎
　
　
　
　
星
移
＝
月
日
が
流
れ
る
こ
と

　
妙
用
＝
不
思
議
な
作
用
　
す
ぐ
れ
た
作
用

〔
解
説
〕
喜
楽
院
は
十
一
代
大
壽
院
北
雲
の
甥
英
順
で
あ
り
、
後
に
喜
楽
院
英
順
が
大

壽
院
を
継
い
で
い
る
。
縁
起
を
記
し
た
英
俊
と
は
、第
十
三
代
大
壽
院
英
俊
の
こ
と
で
、

十
二
代
目
英
順
の
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
、
明
治
二
年
に
復
飾
し
、
田
村
壽
と
改

名
し
て
い
る
。

　
内
容
は
概
ね
、
ア
　
→
　
イ
　
→
　
ウ
　
→
　
エ
の
順
で
あ
る
が
、
慈
覚
大
師
よ
り

も
前
に
行
基
菩
薩
が
既
に
山
頂
に
堂
宇
を
築
い
て
お
り
、
歴
史
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
ら

せ
て
い
る
こ
と
が
縁
起
一
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
坂
上
田
村
麻
呂
や
慈
覚
大
師
も

相
次
い
で
太
平
山
に
堂
宇
を
築
い
た
が
、
役
行
者
や
坂
上
田
村
麻
呂
が
入
山
し
た
年
月

日
な
ど
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
史
実
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
藤
原
三
吉
に
つ
い
て
は
、
戦
い
に
勝
利
し
な
い
た
め
に
山
に
篭
り
悪
鬼
と
な
っ
た

と
い
い
、
山
頂
の
堂
宇
が
衰
退
し
た
の
は
神
鬼
と
化
し
た
藤
原
三
吉
を
恐
れ
て
人
々
が

登
山
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
鬼
神
と
化
し
た
三
吉
の
恐
ろ
し
い
面
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
容
貌
も
、
悪
人
を
罰
す
る
た
め
に
本
来
の
心
を
隠
し
て
恐
ろ

し
い
形
相
を
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
吉
は
権
現
と
し
て
祀
ら
れ
、
十
二
神
将

の
列
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
荒
ぶ
る
魂
が
鎮
め
ら
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
三

吉
は
薬
師
如
来
の
眷
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
縁
起
の
最
後
に
は
、
藤
沢
遊
行
上
人
が
太
平
山
に
修
行
し
て
阿
弥
陀
薬
師
観
音

の
三
尊
の
姿
に
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
壽
院
と
名
乗
っ
て
山
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
沢
上
人
と
は
時
宗
の
遊
行
上
人
が
引
退
後
、
相
模
国
藤
沢
の
清

浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
の
住
持
と
な
っ
た
際
の
名
称
で
あ
り
、
大
壽
院
が
太
平
山
を
祀
る

由
来
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
縁
起
だ
け
で
あ
る
。

（
三
）
縁
起
三
　
　
本
紙
　
三
〇
㎝
×
約
二
二
三
．
五
㎝

〔
翻
刻
〕

太
平
山
本
縁
起
并
三
吉
権
現
略
伝

　
抑
太
平
山
と
申
奉
る
は
、
薬
師
弥
陀
観
音
三
尊
和
光
の
勝
境
に
し
て
、
役
君
行
者
草

創
開
闢
の
霊
山
な
り
。
其
後
人
皇
五
拾
一
代
平
城
天
皇
の
御
宇
、
大
同
二
丁
亥
歳
、
田

村
将
軍
利
仁
公
北
狄
調
伏
の
勅
を
奉
け
、
当
国
江
下
向
の
刻
み
、
当
山
に
深
く
祈
誓
を

篭
玉
ひ
し
に
、
不
思
議
の
御
告
を
蒙
り
、
不
日
に
し
て
荒
夷
悪
鬼
等
を
平
ら
け
、
国
中

を
平
治
し
玉
へ
し
は
、
偏
に
当
山
の
擁
護
に
依
て
な
り
。
其
節
安
置
し
玉
へ
し
、
御
鏡

仏
并
鏃
の
根
等
爾
今
伝
へ
て
山
宝
と
す
。

　
其
次
、
人
皇
五
拾
四
代
仁
明
天
皇
の
御
宇
、
承
和
五
戌
午
年
、
円
仁
大
僧
都
求
法
の

勅
を
奉
け
、
遣
唐
大
使
左
大
弁
藤
原
常
嗣
と
共
に
入
唐
し
玉
ひ
、
長
安
の
都
に
お
ゐ
て
、

義
真
阿
闍
梨
に
逢
て
両
部
の
大
曼
荼
羅
を
受
、
天
台
止
観
の
骨
髄
を
探
り
、
求
法
功
成

て
帰
朝
を
促
し
玉
ふ
。
留
唐
凡
拾
年
、
承
和
十
四
丁
卯
年
帰
帆
を
海
上
に
艤
し
玉
へ
し

に
、
大
風
俄
に
起
、
時
浪
天
に
漲
み
な
ぎ
る、
五
六
日
の
間
東
西
を
失
な
へ
、
乗
船
の
衆
人
術
計

既
に
尽
て
命
を
円
仁
に
乞
ふ
。
于
時
円
仁
大
僧
都
東
方
に
向
て
誓
て
の
玉
わ
く
、
我
命

更
に
惜
む
に
足
ら
ず
、
唯
求
る
処
の
法
宝
空
し
く
海
底
の
屑
と
な
り
、
何
を
以
て
か
日

域
の
衆
生
を
度
せ
ん
。
又
此
衆
人
宿
殃
若
遁
難
く
共
、
一
度
本
土
に
帰
る
事
を
得
せ
し

め
玉
へ
と
頻
に
祈
願
し
玉
へ
し
に
、
不
思
議
や
。
十
二
支
の
甲
を
着
し
金
剛
の
鎧
に
天

戟
を
持
玉
へ
し
十
二
の
神
将
忽
然
と
し
て
船
に
出
現
し
玉
ふ
。
円
仁
問
て
日
、
神
将
何

れ
の
処
よ
り
か
来
ら
せ
玉
ふ
。
神
将
異
口
同
音
に
対
玉
わ
く
、
我
々
は
日
本
の
北
に
当

り
霊
山
あ
り
。
名
け
て
太
平
菩
提
と
い
ふ
。
絶
頂
に
は
薬
師
如
来
鎮
座
し
玉
へ
、
前
嶽

は
阿
弥
陀
如
来
鎮
座
し
玉
ひ
、
宝
蔵
比
丘
の
因
位
に
象
り
、
宝
蔵
か
嶽
と
号
す
。
又
弟

子
還
と
い
ふ
高
嶺
に
如
意
輪
観
音
鎮
座
し
玉
ふ
。
此
三
尊
の
命
を
奉
け
、
大
徳
を
守
護

せ
ん
か
為
に
爰
に
来
現
せ
り
。
更
に
疑

う
た
が
うふ
事
な
か
れ
と
い
ふ
て
、
白
雲
に
乗
し
て
飛
去

玉
ふ
。
円
仁
を
は
し
め
満
船
（
カ
）の
人
々
、
感
涙
膽
に
銘
し
、
渇
仰
の
頭
未
た
挙
け
さ
る
頃

に
、
悪
風
忽
鎮
て
海
上
浪
穏
な
り
。
乃
日
を
経
ず
し
て
筑
紫
の
国
に
着
船
す
。
円
仁
帰

京
の
後
、
海
中
の
不
思
議
を
天
聴
に
達
し
、
速
に
太
平
山
に
往
詣
し
て
仏
恩
を
謝
せ
ん
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事
を
乞
ふ
。

　
叡
感
斜
な
ら
ず
、
則
勅
許
に
よ
つ
て
遥
当
国
に
下
向
し
、
先
東
方
を
臨
玉
へ
ば
、
太

平
山
の
絶
頂
よ
り
光
明
赫
耀
と
靉
靆
薬
師
弥
陀
観
音
の
三
尊
顕
れ
玉
ふ
。
扨
こ
そ
十
二

神
の
御
告
に
違
わ
ず
と
、
山
深
く
分
登
玉
ふ
に
、
五
百
羅
漢
の
霊
像
巌
石
に
羅
列
し
、

十
二
神
将
の
威
容
左
右
に
囲
繞
し
玉
ふ
。
円
仁
随
喜
の
涙
に
咽
び
、
則
薬
師
の
尊
像
を

鋳
奉
り
、
絶
頂
に
安
置
し
、
如
意
輪
観
音
の
尊
像
を
弟
子
還
山
に
安
じ
、
宝
蔵
か
嶽
に

至
て
見
れ
ば
石
碑
あ
り
。
銘
に
曰
、
大
同
二
年
、
田
村
麿
利
仁
、
為
北
狄
退
治
建
立
之

其
上
に
弥
陀
の
種
子
あ
り
。
爰
に
し
ん
ぬ
田
村
将
軍
経
歴
の
霊
山
な
る
事
を
。
則
石
碑

の
下
を
掘
に
、
壱
寸
八
歩
の
弥
陀
の
金
像
出
現
し
玉
ふ
。
是
利
仁
の
守
本
尊
と
い
ふ
。

其
外
満
山
の
霊
窟
勝
跡
筆
に
述
る
処
に
あ
ら
ず
。

　
中
頃
永
井
左
近
太
夫
大
江
廣
政
と
い
ふ
大
檀
那
あ
つ
て
、
山
門
仁
王
門
堂
塔
伽
藍
結

構
を
尽
す
と
雖
、
大
檀
那
左
迂
巳
来
次
第
に
破
壊
し
て
、
三
百
餘
年
の
星
霜
を
経
、
纔
（
わ
ず
か
）

の
祠
と
な
ん
ぬ
。
抑
当
山
は
当
御
城
郭
の
鬼
門
に
当
て
、
度
朔
山
よ
り
吹
来
る
悪
風
薬

師
威
神
の
力
を
以
、
則
他
方
へ
吹
返
し
国
家
鎮
護
の
誓
願
甚
深
な
る
も
の
な
り
。
殊
に

三
吉
権
現
の
神
威
日
々
新
に
し
て
諸
人
の
崇
敬
い
ふ
斗
な
し
。

　
偖
三
吉
権
現
の
本
因
を
尋
奉
る
に
中
頃
太
平
寺
台
の
城
主
に
鶴
寿
丸
藤
原
三
吉
と
い

ふ
人
あ
り
。
頗
仁
愛
を
以
郷
民
を
撫
育
せ
ら
れ
し
に
、
大
井
太
郎
同
五
郎
と
い
ふ
逆
賊

共
に
心
を
合
せ
、
三
吉
の
所
領
を
押
掠
せ
ん
と
企
数
度
合
戦
を
催
せ
し
に
、
三
吉
勇
な

り
と
雖
、
寡
を
以
衆
に
敵
し
難
く
、
城
を
遁
て
太
平
山
の
幽
谷
に
隠
れ
、
一
念
の
恨
鬼

形
と
変
し
て
大
井
の
一
族
を
亡
し
、猶
国
中
に
縦
横
す
。
因

（
こ
こ
に
よ
り
）

茲
三
吉
大
権
現
を
鎮
祭
し
、

十
二
神
将
の
列
に
加
奉
り
し
か
ば
災
害
忽
止
ミ
利
〔

（
虫
損
）

　
　
〕、
宮
毘
羅
大
将
の
應
作
に

し
て
当
山
の
守
護
神
な
り
や
勧
善
懲
悪
の
神
威
世
人
の
〔
（
虫
損
）

　
　
〕
縁
起
の
趣
大
概
斯
の

如
〔
（
以
下
虫
損
）

　
　
〕

〔
語
釈
〕

求
法
＝
仏
の
教
え
を
求
め
る
こ
と
　
　
　
　
衆
生
＝
仏
の
救
済
の
対
象
と
な
る
も
の

天
聴
＝
天
皇
が
お
聞
き
に
な
る
こ
と
　
　
　
叡
感
＝
天
皇
が
感
心
な
さ
る
こ
と

赫
耀
＝
威
徳
な
ど
が
光
輝
く
さ
ま
　
　
　
　
満
山
＝
山
全
体

〔
解
説
〕
後
半
部
分
、
激
し
い
虫
喰
の
た
め
、
年
代
お
よ
び
縁
起
を
記
し
た
人
物
等
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
薬
師
如
来
の
功
徳
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
時
代
よ
り
以
前
に
書
か
れ
た
縁
起
、
も
し
く
は
明
治
以
前
の
縁
起
を
原
典
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
　
ア
　
→
　
イ
　
→
　
ウ
　
→
　
エ
　
の
順
で
記
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
ウ
の
部
分
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
慈
覚
大
師
円
仁
が
遣
唐

使
と
し
て
長
安
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
帰
途
嵐
に
遭
遇
し
、
太
平
山
の
神
に
救
わ
れ
た
こ

と
、
そ
の
後
、
円
仁
が
太
平
山
を
訪
れ
た
際
、
薬
師
阿
弥
陀
観
音
の
三
尊
が
現
れ
た
こ

と
、
円
仁
が
鋳
造
し
た
薬
師
如
来
像
と
如
意
輪
観
音
を
山
頂
な
ら
び
に
弟
子
還
岳
に
安

置
し
、宝
蔵
嶽
で
は
坂
上
田
村
麻
呂
の
守
本
尊
で
あ
っ
た
金
の
像
が
現
れ
た
こ
と
な
ど
、

他
の
縁
起
に
な
か
っ
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
縁
起
で
は
、
山
頂
の
堂
宇

を
築
い
た
人
物
が
円
仁
で
は
な
く
、
大
江
広
政
と
な
っ
て
い
る
。
大
江
広
政
は
、
太
平

地
域
の
城
主
で
あ
っ
た
大
江
氏
（
後
に
永
井
氏
）
の
一
族
で
あ
り
、『
奥
羽
永
慶
軍
記
』

で
湊
城
攻
撃
の
陣
営
に
そ
の
名
が
現
れ
る
も
の
の
、
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
＊
５
）。

（
四
）
縁
起
四
　
本
紙
　
二
五
．
五
㎝
×
二
〇
二
．
五
㎝

〔
翻
刻
〕

太
平
山
之
縁
起

　
抑
是
の
太
平
山
神
社
と
申
奉
る
は
、
祭
神
大
名
持
命
少
彦
名
命
座
し
ま
す
て
役
君
小

角
ノ
開
闢
の
霊
山
なさ
る
をり
。
大
同
二
年
癸
亥
坂
上
将
軍
田
村
麿
利
仁
公
、
蝦
夷
征
伐
の
勅

を
蒙
り
当
国
に
下
向
の
刻昔

しミ
当
山社

に
深
く
祈
誓
を
籠
め
給
ひ
し
に
、
御
告
を
蒙
り
荒
夷

悪
鬼
の
類
ひ
を
不
日
に
し
て
退
除
し
、
直
に
凱
歌
を
唱
へ
、
国
中
を
平
治
し
給
ひ
し
は

偏
に
大此

神
の
功御
イ
サ
ヲ徳
し
に
頼依

て
な
り
。
其
節
安
置
し
玉
ひ
し
神
霊
并
鏑
矢
の
根
等
今
に
伝

へ
て
神
宝
と
しす

又

、
其
後
永
井
左
近
将
監
大
江
広
政
大
に
社
殿
を
再
建
し
、
一
山
興
隆
の

美
を
輝
か
し
給
ひ
し
に
、
星
霜
押
移
り
、
或
兵
乱
の
為
に
禍
害
せ
ら
れ
て
衆
徒
等
四
方

に
散離

散落
し
、
一
山
年
久
し
く
衰
廃
せ
り
。

　
爰
に
太
平
の
城
主
鶴
寿
麿
藤
原
三
吉
、
天
性
仁
愛
に
し
て
郷
民
を
撫
育
せす

然
る
に

し
に
大

井
太
良
同
五
郎
と
心
を
合
せ

、
三
吉
の
所
領
を
押
掠
せ
ん
と
企
、
数
度
合
戦
に
及
しけ
る
にに
、
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三
吉
勇
な
り
と
雖
寡
を
以
て
衆
に
敵
し
難
く
、
終
に
居
城
を
遁
れ
て
太
平
山
の
幽
谷
に

隠
れ
、
一
念
の
恨
ミ
鬼
神
と
変
し
て
怨
敵
を
亡
し
、
猶
国
中
に
縦
横
せ
し
か
ハ
、
国
民

大
に
恐
怖
を
な
しす

。
依故

ニて
三
吉
大
神
と
鎮
祭
シ
奉
り
し
か
は
、
災
害
忽
止
ミ
、
功神

霊徳
シ

誠
ニ
新
た
な
り
。
武
甕
槌
命
の
和
キ
魂
に
坐
し
ま
せ
ハ
、
鎮
国
安
民
の
誓
護
天
地
と
共

に
長
く
久
し
く
、
勧
善
懲
悪
の
神
威
測
る
へ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

　
今
茲
ニ
慶
応
四
年
戊
辰
、
勅
を
奉
し
奥
羽
の
賊
退
治
の
官
軍
当
藩国

に
下
り
応
援
の
力

を
盡
す
と
雖
ト
モ
、下
ハ
十
二
所
大
館
上
ハ
雄
勝
平
鹿
仙
北
郡
河
辺
ま郡
に
至
るて
賊
軍
押
寄
来
リ
、

発
砲
兵
火
昼
夜
止
事時

な
し
。
然
に
公
命
を
蒙
り
、
百
数
十
日
の
間
神
主
山
籠
并
有
志
の

神
職
、
数
日
の
内
山
上
に
お
ゐ
て
怨
敵
退
治
の
御〃
祈
祷
あ
り
。
殊
に
𡸴
岨
の
高
山
な
れ

は
、
頂
上
江
鳥
獣
も
固
よ
り
来
ら
さ
る
処
な
る
に
、
八
月
十
二
日
鵰

オ
オ
タ
カ

　ワ
シ
一
羽
飛
来
り
、
神

前
の
鳥
居
に
止
り
、
声
を
発
し
飛
去
り
け
る
。
是こ

ハ
賊
徒
退
治
の
御
告
な
り
と
祝覚

た

り
し
ぬ
。

同
十
七
日
御
代
参
登
山
九
月
十
六
日
当
山
遙
拝
殿所

へ江
九
條
殿
左
府
道
孝
公
御
社
参
あ
り
て、
朝

敵
退
治
の
御
祈
願
有
ら
せ
ら
れ
、
其
日
よ
り
忽
御
勝
利
と
成
り
賊
兵
退
散
の
験
し
あ
り
。

右か
く

の
如
く
御
代
参
登
山
の
日
と
九
條
殿
御
社
参
の
日
と
、
同
十
六
日〃
十〃
七〃
日
に
し
て
前

後
対
応
せ
る
は
、
祈
願
満
足
朝
敵
退
治
の
瑞
相
な
り
と
感
ぜ
ざ
る
も
の
な
し
。

　
不
思
議
な
る
哉
、
神
旗
処
々
に
連
り
立た

ちツ
、
神
威
を
現
し
大
砲
を
自
在
に
持脇

挟
ミ
給

ひ
て
賊
兵
を
追
払
へ
玉
ふ
。
妙
な
る
哉
、
砲
丸
ハ
敵
に
当
り
、
死
る
処
の
賊
徒
数
を
知

ら
ず
。
味
方
ハ
劔
難
矢
玉
を
遁
レ
、
蘇
生
の
思
を
成
す
。
是
則
御〃
城
三中

社
を
始
奉
り
信

る
処
の
太
平
山
三
吉
大
神
の
御
神
徳
な
り
と
人
々
唱
へ
た
り
き
。
其
利イ
サ
ヲ
シ生
の
新
た
な
る

事
、
是
を
以
て
知
る
へ
き
な
り
。
さ
れ
は
、
一
ト〃
度
当
山
に
歩
み
を
運
ぶ
輩
ハ
、
諸
願

成
就
の
守
護
を
蒙
ん
事
は
何
ゆ
め
ゆ
め
何
の
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず

の
疑
か
あ
ら
ん
と
云
爾
。

　
明
治
元
年
　
戊
辰
霜
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祠
官
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
壽
藤
原
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
俊
　
謹
写

〔
解
説
〕
題
簽
に
「
太
平
山
神
社
縁
起
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
縁
起
二
と
同
様
、
大
壽

院
英
俊
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
神
主
田
村
壽
と
名
乗
っ
て

お
り
、
今
ま
で
の
縁
起
に
な
か
っ
た
オ
と
カ
の
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
縁
起
は
　

ア
　
→
　
イ
　
→
　
エ
　
と
続
き
、
ウ
の
慈
覚
大
師
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
山

頂
に
堂
宇
を
築
い
た
人
物
が
、
縁
起
三
と
同
様
大
江
広
政
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
薬

師
如
来
に
代
わ
り
、「
祭
神
大
名
持
命
少
彦
名
命
」
の
名
が
太
平
山
の
神
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。
三
吉
大
神
が
鬼
神
と
な
り
、
人
々
に
災
厄
を
及
ぼ
す
こ
と
を
人
々
が
恐
れ

て
神
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
記
述
は
変
わ
り
な
い
も
の
の
、
従
来
の
縁
起
に
あ
っ
た
、
三

吉
を
十
二
神
将
の
神
の
一
人
に
加
え
た
と
い
う
記
述
が
、
こ
こ
で
は
戦
い
の
神
で
あ
る

武
甕
槌
命
の
和
魂
と
連
座
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
縁
起
の
後
半
部
分
は
オ
　

→
　
カ
　
と
続
き
、
戊
辰
戦
争
の
出
来
事
で
占
め
ら
れ
る
が
、
三
吉
大
神
の
霊
験
と
と

も
に
、
第
十
二
代
藩
主
佐
竹
義
堯
や
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
條
道
孝
が
祈
願
に
訪
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
新
政
府
と
の
つ
な
が
り
も
見
て
と
れ
る
。

（
五
）
縁
起
五
　
一
六
㎝
×
一
九
六
㎝

〔
翻
刻
〕

太
平
山
霊
験
略
縁
起

　
抑
太
平
山
大
権大

神現
と
申
奉
る
ハ
、
登
り
三
里
余
り
の
高
山
に
て
〃神祭

神霊
は
〃

薬大
名
持
命
師

少
彦
名
命
尊
座

る
役
ノ
行小

角者
開
闢
の
霊
山
な
り
。
大
同
二
年
癸
亥
、
坂
上
将
軍
田
村
麿
蝦
夷
征
伐
の
勅

を
蒙
り
、
当
国
に
下
向
の
刻
ミ
、
当
山
に
深
く
祈
誓
を
籠
め
玉
ひ
し
に
、
不〃
思〃
議〃
の
御

告
を
蒙
り
荒
夷
悪
鬼
の
類
ひ
を
不
日
に
退
除
し
、
直
に
凱
歌
を
唱
ひ
、
国
中
を
平
治
し

給
ひ
し
は
偏
に
権大

神現
の
〃加功

徳護
に
〃

頼
て
な
り
。
其
節
安
置
し
給
ひ
し
神
尊
并
矢
の
根
等
今

に
伝
て
〃山神

宝
と
し
、
其
後
慈
永
井
左
近
将
監
大
江
広
政

覚
大
師
登
山
し
て
、
大
小
社
殿
を
（
□
□
□
）
創再

建
〃

し
、

一
山
興
隆
の
美
を
輝
か
し
給
ひ
し
か
、
星
霜
押
移
り
或
兵
乱
の
為
に
禍
害
せ
ら
れ
て
衆

徒
等
四
方
に
散
落
し
、
一
山
年
久
し
く
衰
廃
せ
り
。

　
爰
に
太
平
の
城
主
鶴
寿
丸
藤
原
三
吉
、
天
性
仁
愛
に
し
て
郷
民
を
撫
育
せ
し
に
、
大

井
太
良
同
五
郎
と
心
を
合
、
三
吉
の
所
領
を
押
掠
せ
ん
と
企
、
数
度
合
戦
に
及
し
に
、

三
吉
勇
な
り
と
雖
、
寡
を
以
て
衆
に
敵
し
難
く
終
に
居
城
を
遁
れ
て
太
平
山
の
幽
谷
に

・
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隠
レ
、
一
念
の
恨
ミ
鬼
神
と
変
し
て
怨
敵
を
亡
し
、
猶
国
中
に
縦
横
せ
し
か
は
、
国
民

大
に
恐
怖
を
な
し
、
依
て
三
吉
大
神
と
鎮
祭
し
、
十
二
神
将
の
列
に
加
へ
奉
り
し
か
は
、

災
害
忽
止
ミ
〃利功

徳生
之
〃

誠
に
新
な
り
。
本
体
是
則
宮武
甕
槌
命
ノ
和
魂
と

毘
羅
大
将
に
て
坐
し
ま
せ
は
鎮
国
安

民
の
誓
護
、
天
地
と
長
く
久
く
、
勧
善
懲
悪
の
神
威
測
る
へ
か
ら
ざ
る
も
の
也
。

　
今
茲
に
慶
応
四
年
戊
辰
勅
を
奉
し
、
奥
羽
の
賊
退
治
の
官
軍
当
藩
に
下
、
応
援
の
力

を
尽
と
雖
、
下
ハ
十
二
処
大
館
上
ハ
雄
勝
平
鹿
仙
北
郡
河
辺
迄
賊
軍
押
寄
来
り
、
発
砲

兵
火
昼
夜
止
事
な
し
。
然
る
に
公
命
を
蒙
り
百
数
十
日
の
間
別神

主当
山
籠
并
有
志
の
大神

職衆

数
日
の
内
山
上
に
お
ゐ
て
、
怨
敵
退
治
の
大〃
護祈
祷

摩〃
御

〃

祈
祷
あ
り
。
殊
に
嶮
岨
の
高
山
な

れ
は
、
頂
上
に
鳥
獣
も
固
よ
り
山
上
に
来
ら
さ
る
処
な
る
に
、
八
月
十
二
日
鵰

ハ
シ

　ク
マ
タ
カ
一
羽
飛
来

り
、
神
前
の
鳥
居
に
止
り
、
声
を
発
し
飛
去
り
け
る
。
是
は
賊
徒
退
治
の
告
な
り
と
祝

し
ぬ
。
同
十
七
日
、
御
代
参
登
山
九
月
十
六
日
、
遙
拝
宮〃
殿
江
九
條
殿
左
府
公
御
参
詣
、

朝
敵
退
治
の
御
祈
願
あ
ら
せ
ら
れ
、其
日
よ
り
忽
御
勝
利
と
な
り
賊
共
退
散
の
験
あ
り
。

右
の
如
く
御
代
参
登
山
の
日
と
、
九
條
殿
御
社
参
の
日
と
同
十
六
日
十
七
日
に
し
て
前

後
対
応
せ
る
は
祈
願
満
足
朝
敵
退
治
の
瑞
相
な
り
と
感
せ
さ
る
者
な
し
。

　
不
思
議
な
る
哉
神
旗
処
々
に
連
り
立
ツ
神
威
を
現
し
、
大
砲
を
左自

在右
に
持
挟
ミ
給
ひ

て
賊
兵
追
払
へ
妙
な
る
哉
。
砲
丸
は
敵
に
当
り
死
る
処
の
賊
徒
数
を
知
ら
す
。
味
方
ハ

劔
難
矢
玉
を
遁
レ
、
蘇
生
の
思
を
な
し
、
是
則
御
城
三
社
を
始
奉
り
信
る
所
の
太
平
山

三
吉
大
明
神
の
御
神
徳
な
り
と
人
々
唱
た
り
き
。
其
功〃
徳〃
の
新
な
る
事
、
是
を
以
も
知

る
へ
き
也
。
さ
れ
は
一
ト
度
当
山
に
歩
ミ
を
運
輩
ハ
、
諸
願
成
就
の
擁
護
を
蒙
ん
事
、

何
の
疑
か
あ
ら
ん
と
云
爾

　
畢
　
別
当
　
大
壽
院
　
謹
写

明
治
元
年

戊
辰
十
二
月

神
主
改
名
　
田
村
壽

藤
原
英
俊

〔
解
説
〕
縁
起
四
の
作
ら
れ
た
一
カ
月
後
の
明
治
元
年
十
二
月
の
縁
起
で
あ
る
。
縁
起

四
と
同
様
、
内
容
は
ア
　
→
　
イ
　
→
　
ウ
　
→
　
エ
　
→
　
オ
　
→
　
カ
と
続
く
。

　
こ
の
縁
起
で
は
、「
権
現
」
の
横
に
「
大
神
」、「
別
当
」
の
横
に
「
神
主
」
と
書
き

加
え
る
な
ど
の
訂
正
が
随
所
に
見
ら
れ
る
た
め
、
本
文
中
で
は
追
加
さ
れ
た
文
言
を
行

間
に
記
し
た
。
こ
の
縁
起
か
ら
、
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
仏
教
色
の
強
い
内
容
か
ら

神
道
色
の
強
い
内
容
に
縁
起
を
変
え
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
縁

起
四
よ
り
も
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
が
、
内
容
を
書
き
改
め
た
日
付
が
縁
起
四
よ
り
も

一
カ
月
遅
い
十
二
月
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
六
）
縁
起
六
　
本
紙
　
二
二
㎝
×
約
二
〇
七
㎝

〔
翻
刻
〕

「（
端
裏
書
）
祠
掌
　
田
村
千
里
　
蔵
書
」

太
平
山
神
社
之
縁
起

　
抑
是
の
太
平
山
の
神
社
と
申
奉
る
は
、
祭
神
大
名
持
命
少
彦
名
命
に
ま
し
ま
し
て
役

小
角
の
開
闢
し
給
ふ
霊
山
な
り
。
然
る
に
延
暦
二
十
年
辛
巳
坂
上
将
軍
田
村
磨
（
麿
）
蝦
夷
征

伐
の
勅
を
蒙
り
、
当
国
に
下
向
の
砌
、
当
社
に
深
く
祈
誓
を
籠
め
給
ひ
し
に
、
御
告
を

蒙
り
荒
夷
悪
鬼
の
類
を
不
日
に
し
て
退
除
し
、
直
に
凱
歌
を
唱
へ
国
中
を
平
治
し
給
ひ

し
は
、
偏
に
此
大
神
の
御
功
徳
に
依
て
な
り
。
其
後
安
置
し
玉
ひ
し
、
神
霊
并
鏑
矢
の

根
等
、
今
に
伝
へ
て
神
宝
と
す
。

　
又
其
後
永
井
左
近
将
監
大
江
広
政
大
に
社
殿
を
再
建
し
、
一
山
興
隆
の
美
を
輝
か
し

給
へ
し
に
、
星
霜
押
移
り
或
は
兵
乱
の
為
に
禍
害
せ
ら
れ
て
、
衆
徒
こ
れ
か
為
に
四
方

に
離
散
し
、
一
山
久
し
く
衰
廃
に
及
へ
り
。
爰
に
太
平
の
城
主
鶴
寿
丸
藤
原
の
三
吉
、

天
性
仁
愛
に
し
て
郷
民
を
撫
育
す
。
然
る
に
大
井
太
郎
五
郎
、
三
吉
の
所
領
を
押
領
せ

ん
と
数
々
合
戦
に
そ
及
け
る
に
、
三
吉
勇
な
り
と
い
へ
と
も
寡
を
以
衆
に
敵
し
難
く
、

終
に
居
城
を
遁
れ
太
平
山
の
幽
谷
に
隠
れ
、一
念
之
怨
ミ
鬼
神
と
変
し
て
怨
敵
を
亡
し
、

猶
国
中
に
縦
横
せ
し
か
は
国
民
大
に
恐
怖
を
な
す
。
故
に
三
吉
大
神
と
鎮
祭
り
奉
り
し

か
バ
、
災
害
忽
チ
止
ミ
、
神
霊
誠
に
新
な
り
。
是
則
鎮
国
安
民
の
誓
護
天
地
と
共
ニ
、

長
く
久
し
く
勧
善
懲
悪
の
神
威
測
る
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
。

・
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今
茲
に
慶
応
四
年
戊
辰
勅
を
奉
し
、
奥
羽
違
勅
の
賊
徒
を
退
治
の
為
に
、
官
軍
当
国

に
下
り
応
援
の
力
を
盡
す
と
い
へ
と
も
、
下
は
十
二
処
大
館
、
上
ハ
雄
勝
平
鹿
仙
北
三

郡
河
辺
郡
に
至
る
ま
て
賊
軍
押
来
り
、
砲
発
兵
火
昼
夜
止
む
時
な
し
。
然
る
に
公
命
を

蒙
り
、
百
数
十
日
の
間
、
神
主
山
籠
、
猶
有
志
之
神
職
数
日
の
間
、
山
上
に
於
て
怨
敵

退
散
の
祈
祷
あ
り
。
殊
に
𡸴
岨
の
高
山
な
れ
は
、
頂
上
へ
は
鳥
獣
も
来
ら
さ
る
処
な
る

に
、
八
月
十
二
日
の
朝
鵰
一
羽
飛
来
り
、
神
前
の
鳥
居
に
止
り
、
声
を
発
し
飛
去
り
け

り
。
こ
ハ
賊
徒
退
治
の
御
告
な
り
と
。
愈
信
心
の
思
へ
を
な
し
、
丹
誠
怠
ら
ず
祈
り
け

り
。
同
十
七
日
知
事
従
三
位
佐
竹
義
堯
公
ノ
御
代
参
、
九
月
十
六
日
、
当
山
遙
拝
所
へ
九
條
左
府
道

孝
公
御
遙
拝
あ
り
て
、
朝
敵
退
治
の
御
祈
願
あ
り
け
る
に
、
其
日
よ
り
し
て
乍
ち
御
勝

利
と
な
り
、
賊
徒
退
散
の
験
あ
り
。
か
く
の
如
く
御
代
参
登
山
の
日
と
、
九
條
殿
御
参

詣
の
日
と
、
同
十
六
十
七
日
の
両
日
に
し
て
前
後
対
応
せ
る
事
、
祈
願
満
足
朝
敵
退
治

の
瑞
相
な
り
と
感
せ
さ
る
も
の
な
し
。

　
不
思
議
な
る
か
な
神
旗
処
々
に
連
り
た
ち
、
神
威
を
現
し
大
砲
を
自
在
に
脇
挟
ミ
給

へ
て
、
賊
軍
を
追
退
た
ま
ふ
神
威
霊
な
る
か
な
。
砲
丸
ハ
敵
に
当
り
、
死
す
る
処
の
賊

徒
数
を
知
ら
す
。
味
方
ハ
剣
難
矢
玉
を
遁
れ
蘇
生
の
思
を
成
す
。
是
則
偏
ニ
当
太
平
山

三
吉
大
神
の
神
徳
な
り
と
人
々
喝
仰
の
思
を
な
せ
り
。
其
利
生
の
新
な
る
事
、
是
を
以

て
知
る
へ
き
な
り
。
然
れ
は
一
度
当
山
に
歩
ミ
を
運
ふ
輩
ハ
、
諸
願
成
就
の
守
護
を
蒙

ら
ん
事
ゆ
め
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
す
と
云
爾

〔
（
虫
損
）

　
　
〕
鬼
ト
大
獄
丸
三
吉
乃
神
三
神
ニ
鎮
〔（
以
下
虫
損
）

　
　
〕

　
明
治
六
年
五
月
吉
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
後
国
秋
田
県
下
東
〔
（
虫
損
）

　
　
〕

広
面
村

神
官
　
田
村
壽
〔

（
虫
損
）

　
　
〕

〔
解
説
〕
縁
起
の
所
蔵
者
で
あ
る
田
村
千
里
は
田
村
壽
の
息
子
で
、
大
壽
院
時
代
か
ら

数
え
て
第
十
四
代
目
に
あ
た
る
。
戊
辰
戦
争
の
時
に
は
遥
拝
殿
で
数
日
間
不
眠
で
戦
勝

祈
願
の
祈
祷
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
ま
さ
に
縁
起
の
中
に
書
か
れ
た
朝
敵
退
治
の
た
め
の

祈
祷
の
列
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
内
容
は
縁
起
四
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
ア
　
→
　
イ
　

→
　
エ
　
→
　
オ
　
→
　
カ
　
と
続
き
、
ウ
の
社
殿
を
再
興
し
た
人
物
が
慈
覚
大
師
円

仁
か
ら
大
江
広
政
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
坂
上
田
村
麻
呂
の
蝦
夷
征
伐
の
年
が
大
同

二
年
で
は
な
く
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
と
記
述
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
多
少
の
相

違
は
あ
る
も
の
の
、
物
語
の
構
成
や
内
容
に
つ
い
て
は
縁
起
五
と
大
き
な
変
更
は
な

い
。

（
七
）
縁
起
七
　
本
紙
　
三
〇
㎝
　
×
　
二
一
六
㎝

〔
翻
刻
〕

県
社
太
平
山
三
吉
神
社
縁
起

　
太
平
山
の
神
社
と
申
し
奉
る
は
、
祭
神
太
名
持
命
少
彦
名
命
に
ま
し
ま
し
て
、
役
小

角
の
開
き
つ
る
霊
山
な
り
。
然
る
に
延
暦
二
十
年
辛
巳
、
坂
上
将
軍
田
村
麿
の
蝦
夷
征

伐
の
勅
を
蒙
り
て
、
当
国
に
下
向
の
時
当
社
に
深
く
祈
誓
を
籠
め
給
ひ
し
に
、
太
神
の

御
告
を
蒙
り
て
荒
夷
悪
鬼
の
類
を
不
日
に
し
て
退
除
し
、
直
に
凱
旋
し
玉
へ
る
は
偏
に

此
の
太
神
の
御
功
徳
に
依
り
て
な
り
。
当
時
安
置
し
給
ひ
し
神
鏡
并
に
鏑
矢
の
根
等
、

今
に
伝
へ
て
神
宝
と
せ
り
。

　
其
後
、
永
井
左
近
将
監
大
江
広
政
、
社
殿
を
再
築
し
て
一
座
興
隆
の
美
を
輝
か
し
給

ひ
し
後
、
又
兵
乱
の
為
に
禍
害
せ
ら
れ
、
衆
徒
之
か
為
に
離
散
し
、
一
山
久
し
く
衰
廃

に
及
へ
り
。

　
爰
に
太
平
の
城
主
鶴
寿
丸
藤
原
三
吉
、
天
性
仁
愛
に
し
て
能
く
郷
民
を
撫
育
せ
り
。

然
る
に
大
井
太
郎
五
郎
と
云
ふ
者
、
三
吉
の
所
領
を
押
領
せ
ん
と
数
々
合
戦
に
及
ひ
け

る
に
、
三
吉
勇
あ
り
と
雖
も
寡
を
以
て
衆
に
敵
し
難
く
、
終
に
居
城
を
遁
れ
て
太
平
山

の
幽
谷
に
隠
れ
、
一
念
の
怨
み
現
人
神
と
成
り
、
怨
敵
を
亡
し
て
国
中
に
縦
横
せ
し
か

は
、
国
民
大
に
恐
怖
し
て
、
三
吉
太
神
と
鎮
祭
し
、
太
平
山
神
社
へ
合
せ
祀
り
し
か
は
、

災
害
忽
ち
止
み
、
霊
験
掲
焉
た
り
。

　
慶
応
四
年
戊
辰
、
皇
使
　
勅
を
奉
し
、
奥
羽
の
賊
徒
を
退
治
の
為
に
、
東
国
に
下
り

て
征
討
の
力
を
尽
す
と
雖
も
、
下
は
十
二
所
大
館
、
上
は
雄
勝
平
鹿
仙
北
の
三
郡
及
ひ
、

河
辺
郡
に
至
る
ま
て
賊
軍
押
し
来
り
、
兵
火
昼
夜
止
む
時
無
し
。
藩
主
従
三
位
佐
竹
義

堯
公
、
神
主
に
命
し
て
数
十
日
の
間
山
上
に
籠
り
、
怨
敵
退
散
の
祈
祷
せ
し
め
ら
れ
た
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り
。

　
抑
も
太
平
山
は
嶮
岨
な
る
高
山
な
れ
は
、頂
上
へ
は
鳥
獣
も
来
ら
さ
る
と
所
な
る
に
、

八
月
十
二
日
の
朝
、
鵰
一
羽
飛
来
り
、
神
前
の
鳥
居
に
止
り
、
三
声
を
発
し
て
蜚
去
り

け
る
は
、
是
れ
賊
徒
退
治
の
御
告
な
ら
む
と
、
愈
々
丹
誠
を
凝
ら
し
て
祈
り
け
る
に
、

同
十
七
日
に
は
藩
主
の
御
代
官
登
山
あ
り
、
九
月
十
六
日
に
は
当
社
の
遙
拝
殿
へ
奥
羽

鎮
撫
使
総
督
府
九
條
道
孝
公
御
遙
拝
あ
り
、
朝
敵
退
治
の
御
祈
願
あ
り
け
る
に
、
其
日

よ
り
し
て
乍
ち
御
勝
利
と
な
り
、
賊
徒
退
散
せ
り
。
斯
の
如
く
御
代
参
登
山
の
日
と
、

九
條
殿
御
参
詣
の
日
と
、
同
十
六
十
七
日
の
両
日
に
し
て
、
当
社
御
祭
典
の
日
に
前
後

対
応
せ
る
は
、
実
に
祈
願
満
足
朝
敵
退
治
の
祥
瑞
な
り
と
感
せ
さ
る
者
な
か
り
け
り
。

　
尚
不
思
議
な
る
は
神
旗
處
々
の
山
上
に
現
は
れ
、又
大
砲
を
自
在
に
脇
挟
み
給
ひ
て
、

賊
軍
を
追
伐
し
給
ふ
神
影
を
目
に
拝
し
た
る
者
少
か
ら
す
。
又
味
方
に
は
剣
槍
矢
玉
を

遁
れ
、
或
は
蘇
生
の
思
へ
を
為
し
た
る
も
の
甚
多
し
。
其
神
徳
の
掲
焉
た
る
こ
と
、
斯

の
如
し
。

　
然
れ
は
一
度
当
山
に
参
拝
す
る
輩
は
、
諸
願
成
就
の
守
護
を
蒙
ら
ん
こ
と
努
々
疑
あ

る
可
か
ら
ず
。

　
丁
未
五
月
十
七
日
拝
写

〔
解
説
〕
明
治
四
十
年
の
縁
起
と
思
わ
れ
る
。
他
の
縁
起
と
異
な
り
、「
県
社
太
平
山
三

吉
神
社
縁
起
　
一
巻
」
と
墨
書
さ
れ
た
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
文
言
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
内
容
に
つ
い
て
は
縁
起
六
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
い
に
敗
れ
、
城

を
逃
れ
た
三
吉
が
太
平
山
に
篭
も
り
、
人
々
に
災
い
を
も
た
ら
す
内
容
は
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、
三
吉
大
神
は
、
従
来
の
縁
起
に
あ
っ
た
「
鬼
神
」
で
は
な
く
、「
現
人
神
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
縁
起
と
全
く
同
じ
記
述
が
「
羽
陰
温
故
誌
（
＊
６
）」

や
、
深
沢
多
市
が
平
鹿
郡
沼
館

町
の
医
師
か
ら
見
せ
ら
れ
た
と
い
う
縁
起
（
＊
７
）に
も
み
ら
れ
る
た
め
、
縁
起
七
は
あ
る
程
度

の
範
囲
に
普
及
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
　
縁
起
の
変
遷
と
伝
説
の
中
の
三
吉
大
神

（
一
）
薬
師
如
来
か
ら
三
吉
大
神
へ

　
こ
の
よ
う
に
、
太
平
山
三
吉
神
社
の
縁
起
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
書
か
れ
た
年
代
に
よ
っ
て
、
縁
起
の
ど
の
内
容
に
重
き
を
置
い
て
い
る
か
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
縁
起
か
ら
仏

教
色
が
除
か
れ
、
神
道
色
を
強
く
打
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
縁
起
と
明
治
時
代
の
縁
起
と
を

比
べ
る
と
、
江
戸
時
代
の
も
の
の
方
が
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
物
語
性
に
富
ん
で
い

る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
縁
起
で
は
、
薬
師
如
来
の
霊
験
を
示
す
話
が
多

く
記
さ
れ
、
三
吉
大
神
も
、
薬
師
如
来
の
眷
属
で
あ
る
十
二
神
将
の
一
員
と
さ
れ
る
な

ど
、
あ
く
ま
で
も
薬
師
如
来
を
中
心
と
し
て
縁
起
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三

吉
大
神
は
時
に
人
々
に
災
厄
を
も
た
ら
す
「
鬼
神
」
と
し
て
書
か
れ
、
恐
ろ
し
い
形
相

を
し
た
、
力
を
持
つ
神
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
に
入
る
と
、
縁
起
の
内
容
は
薬
師
如
来
の
話
か
ら
、
三
吉
大
神
の
話
が
中
心
に

な
る
。
さ
き
ほ
ど
、
明
治
元
年
に
書
か
れ
た
二
つ
の
縁
起
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
田
村

泰
造
『
太
平
山
の
歴
史
』
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
元
年
に
作
ら
れ
た
縁
起
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
原
文
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
内
容
は
縁
起
四
と
ほ
ぼ
同

様
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
で
の
勝
利
と
太
平
山
三
吉
神
社
と
の
関
わ
り
が
よ
り
詳
し
く
記

さ
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
＊
８
）。

　
こ
の
縁
起
を
含
め
る
と
、
明
治
元
年
か
ら
六
年
ま
で
に
四
通
り
の
縁
起
が
作
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
三
本
は
大
壽
院
英
俊
（
田
村
壽
）
に
よ
る
も
の
で
、
天
保
年

間
に
英
俊
が
書
き
改
め
た
縁
起
も
含
め
れ
ば
、
英
俊
は
四
本
の
縁
起
に
関
わ
っ
て
い
る

と
い
え
る
。
英
俊
（
田
村
壽
）
は
太
平
山
へ
の
山
道
を
新
た
に
整
備
し
、
遙
拝
所
を
新

た
に
建
造
し
て
布
教
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
田
村
壽
が
明
治
元
年
に
、
少
な
く
と

も
二
本
の
縁
起
を
記
し
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
期
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
り
、
神
社

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
縁
起
を
再
構
成
し
普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
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（
二
）
各
地
の
伝
承
か
ら

　
三
吉
大
神
の
信
仰
が
浸
透
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
現
存
す
る
資

料
の
中
で
は
、太
平
山
三
吉
神
社
が
所
蔵
す
る
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
棟
札
に
「
三

吉
権
現
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
た
め
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
中
期
頃
に
は
三
吉

大
神
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
吉
大
神
が
初
め
か
ら
人
々
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た
か
は
定
か
で

な
い
。
人
見
蕉
雨
が
寛
政
年
間
に
記
し
た
『
黒
甜
瑣
語
』
に
は
「
太
平
山
に
三
吉
と
云

へ
る
山

（
や
ま
を
と
こ
）
あ
り
て
、
邪
心
の
者
を
勾
引
（
か
ど
は
）
し
渕
河
へ
は
め

殺
す
。
土
人
は
山
神
の
こ
と
く
思
ひ
て
、
今
に
癡
女
鈍
童
灯
火
に
鬼
を
語
ら
ふ
一
助
と

な
れ
り
（
＊
９
）」
と
あ
り
、
勧
善
懲
悪
の
神
と
は
ほ
ど
遠
い
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
菅

江
真
澄
も
『
月
の
お
ろ
ち
ね
』（
文
化
九
年
）
の
中
で
、「
こ
の
山
に
三
吉
と
い
ふ
神ヲ

ニ鬼

あ
り
（
中
略
）
山サ
ン
キ
ヂ
ン

鬼
神
て
ふ
こ
と
を
も
や
い
ふ
ら
ん
か
し
」
と
述
べ
て
い
る
（
＊
１
０
）。
ま
た

真
澄
は
、
三
吉
の
超
人
的
な
力
に
あ
や
か
る
た
め
、
太
平
山
に
登
山
し
て
祈
願
し
た
後

に
大
力
を
授
か
っ
た
男
の
話
な
ど
、
三
吉
に
関
す
る
伝
説
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

　
三
吉
に
関
す
る
昔
話
や
伝
説
は
、
菅
江
真
澄
を
は
じ
め
、
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
伝
説
の
中
で
は
、
弱
い
人
々
を
助
け
も
す
る
が
、
悪
者
に
は
容
赦
な
く
罰
を
与
え
、

時
に
は
、
そ
の
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
ま
で
も
祟
り
殺
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
恐
ろ
し
い

神
と
し
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
＊
１
１
）。
そ
う
か
と
思
え
ば
酒
と
煙
草
を
好
み
、
力
が
強
く
、

多
く
の
人
々
と
相
撲
を
と
る
こ
と
を
好
む
な
ど
、
人
間
ら
し
い
面
を
も
つ
神
と
し
て
、

人
々
か
ら
「
三
吉
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。

　
三
吉
さ
ん
の
登
場
す
る
話
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宮
崎
進
は
、

恐
ら
く
も
と
も
と
は
別
々
の
登
場
人
物
の
話
で
あ
っ
た
も
の
が
、
次
第
に
「
三
吉
」
の

名
で
統
一
さ
れ
て
い
き
、
数
多
く
の
三
吉
さ
ん
に
関
す
る
話
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
て
い
る

（
＊
１
２
）。

　
三
吉
大
神
の
伝
説
が
数
多
く
生
ま
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
太
平
山
に
関
す
る
信

仰
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
現
在
秋
田
県
内
に
は
七
百
基
以
上
の
太
平
山
に
関

す
る
石
碑
が
確
認
で
き
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
年
号
か
ら
、
文
化
年
間
以
降
に
石
碑
が
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
明
治
時

代
に
か
け
て
太
平
山
に
参
詣
す
る
人
々
が
増
え
、
秋
田
藩
で
は
度
々
太
平
山
登
山
に
関

す
る
禁
止
令
を
出
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
＊
１
３
）。
各
地
で
太
平
山
講
が
組
織
さ
れ
、
一
月
十
七

日
の
山
開
き
の
日
に
は
「
参
詣
人
が
登
山
す
る
事
、
富
士
詣
の
如
く
」
で
あ
っ
た
と
い

う
（
＊
１
４
）。
参
詣
者
の
増
加
に
伴
い
、「
三
吉
さ
ん
」
の
名
も
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
き
、

三
吉
大
神
の
逸
話
が
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
三
吉
大
神
が
戦
勝
祈
願
の
神
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戊

辰
戦
争
で
戦
場
に
現
れ
た
三
吉
大
神
に
つ
い
て
の
噂
話
が
広
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

明
治
元
年
に
書
か
れ
た
縁
起
に
は
数
ヶ
月
前
の
戊
辰
戦
争
で
の
出
来
事
が
語
ら
れ
、
大

壽
院
と
新
政
府
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
示
唆
し
た
後
に
三
吉
大
神
の
伝
説
が
書
か
れ
て

い
る
。
両
脇
に
大
砲
を
抱
え
て
戦
場
に
現
れ
た
三
吉
大
神
の
話
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
伝
わ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
県
南
部
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
、
明
治
の
初
め
頃

に
は
評
判
で
あ
っ
た
と
い
う
（
＊
１
５
）。
こ
の
伝
説
に
伴
い
、
大
砲
を
持
つ
三
吉
大
神
の
絵
姿

が
出
版
さ
れ
、
販
売
さ
れ
た
（
＊
１
６
）。
ま
た
、
出
陣
前
に
は
多
く
の
人
が
赤
沼
の
遙
拝
所
へ

参
詣
し
、
砲
弾
な
ど
が
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
（
＊
１
７
）。

　
明
治
時
代
以
降
の
縁
起
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
風
潮
を
捉
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
神
仏
分
離
政
策
に
よ
り
、
従
来
の
信
仰
形
態
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

時
、
新
政
府
と
の
つ
な
が
り
を
示
し
、
ま
た
薬
師
如
来
に
代
る
神
と
し
て
三
吉
大
神
が

縁
起
の
中
核
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
三
吉
大
神
が
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
縁
起
の
中
で
三
吉
大
神
は
、
荒
ぶ
る
神
と
い
う
面
か
ら
、
味
方
を
勝
利
に
導
く
神
と

い
う
面
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
明
治
時
代
以
降
、
日
本
が
富
国
強
兵
へ
の
道
を
進
ん
で

い
く
中
で
、
戊
辰
戦
争
で
味
方
に
奇
跡
的
な
勝
利
を
も
た
ら
し
、
敵
を
容
赦
な
く
討
ち

取
っ
た
三
吉
大
神
の
力
強
さ
は
、
当
時
の
時
代
が
必
要
と
し
て
い
た
神
の
姿
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
三
吉
大
神
の
記
さ
れ
た
縁
起
が
印
刷
さ
れ
、
配
布

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
に
三
吉
大
神
と
太
平
山
の
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
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こ
う
し
た
戦
勝
祈
願
の
神
と
し
て
の
三
吉
大
神
の
姿
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
も
、
県

内
外
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
中
、
神
々
が
戦
地
に
赴
い
た
話
は
各
地
に
残

さ
れ
て
い
る
が
、
秋
田
県
で
も
、
三
吉
大
神
に
供
え
て
い
た
煙
管
や
草
履
が
な
く
な
っ

た
た
め
に
出
征
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
噂
が
た
っ
た
話
が
、
湯
沢
市
岩
崎
町
や
横
手
市

浅
舞
地
方
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
＊
１
８
）。
ま
た
、
自
ら
戦
い
に
赴
く
だ
け
で
な
く
、
弾
除
け

の
神
と
し
て
も
三
吉
大
神
は
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
山
形
県
新
庄
市
で
は
、
太
平
洋
戦
争

中
、
徴
兵
検
査
や
、
出
征
し
た
夫
や
子
ど
も
の
無
事
を
祈
っ
て
「
三
吉
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
る
太
平
山
の
石
碑
に
参
詣
す
る
人
が
数
多
く
い
た
と
い
い
（
＊
１
９
）、
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日

村
関
口
で
は
、
三
吉
様
の
石
碑
に
参
詣
す
れ
ば
戦
争
か
ら
無
事
帰
還
で
き
る
と
さ
れ
、

三
吉
大
神
の
縁
日
に
は
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
集
落
は
、
三
吉
大
神

を
祀
っ
て
い
る
た
め
に
、
昔
か
ら
戦
死
者
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
評
判
で
あ
っ
た

と
い
う

（
＊
２
０
）。

結
び
に
か
え
て

　　
太
平
山
三
吉
神
社
の
縁
起
に
つ
い
て
、
時
代
毎
に
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
江
戸
時
代

の
縁
起
は
薬
師
如
来
を
中
心
と
し
た
仏
教
色
の
濃
い
説
話
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
神
仏

分
離
政
策
以
降
、
三
吉
大
神
の
偉
業
を
伝
え
る
内
容
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
の

背
景
に
は
人
々
の
間
に
伝
わ
っ
た
、「
三
吉
さ
ん
」
に
つ
い
て
の
伝
説
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　
昔
話
研
究
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
佐
々
木
喜
善
は
、「
三
吉
神
ほ
ど
、
種
々
雑
多
な
お

姿
に
な
っ
て
、
お
国
の
た
め
我
田
の
た
め
に
成
れ
か
し
と
、
つ
と
め
ら
れ
た
、
其
の
形

跡
と
、
人
々
の
心
の
中
に
、
色
々
と
変
っ
た
姿
で
生
き
働
ら
か
れ
た
其
の
跡
の
多
い

神
様
が
無
か
つ
た
、
否
珍
し
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
＊
２
１
）。

伝
説
の
中
の
三
吉
大
神
は
、

小
さ
な
子
供
や
老
人
な
ど
変
幻
自
在
に
姿
を
変
え
、時
に
人
間
ら
し
い
面
を
見
せ
る「
三

吉
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
三
吉
大
神
の
姿
が
各
地
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
人
々
の
間
に
伝
え
ら
れ
た
伝
説
と
、
縁
起
の
普
及
と
が
両
輪

と
な
っ
て
そ
の
一
助
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
は
そ
の
時
代
ご
と
に
、
時
代

に
即
し
た
姿
で
度
々
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
口
承
伝
承
や
各
地
の
物
語
な

ど
が
史
実
と
と
も
に
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
、
文
字
資
料
と
し
て
残
さ
れ
た
。
縁
起
と
、

口
承
伝
承
と
が
互
い
に
影
響
し
あ
い
つ
つ
変
化
し
て
い
き
、
多
様
な
性
格
を
持
っ
た
三

吉
大
神
が
生
ま
れ
、
か
つ
人
々
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
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　�

三
吉
の
伝
説
で
は
、「
稲
庭
」
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
話
や
、
煙
草
の
煙
で
敵
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を
倒
し
た
話 

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

12
　
注
４
　
二
十
四
頁

13
　�『
秋
田
藩
町
触
集
下
』　
一
九
七
三
年
　
三
七
九
頁
　
四
一
一
頁
　
四
三
九
頁
　

四
八
五
頁
　
五
〇
四
頁

14
　
注
６
　
一
七
一
頁

15
　�

石
井
忠
行
　「
伊
頭
園
茶
話
」
三
の
巻
（『
新
秋
田
叢
書
』（
七
）
一
九
七
一
年
）

二
〇
〇
頁
。
な
お
、
伊
頭
園
茶
話
二
十
六
の
巻
に
は
、
戦
場
に
無
地
の
白
旗
が
多

く
あ
が
り
、
し
ば
ら
く
し
て
敵
方
へ
大
砲
が
撃
ち
込
ま
れ
、
大
勢
の
敵
が
戦
死
し

た
話
が
書
か
れ
て
い
る
（『
新
秋
田
叢
書
』（
十
一
）
一
九
七
二
年
　
一
六
五
頁
）。

16
　�

深
沢
多
市
「
我
が
村
の
歴
史
」
第
九
号
　
大
正
十
二
年
二
月
十
八
日
（
注
７
）　

一
九
三
頁

17
　
注
15
　『
新
秋
田
叢
書
』（
七
）
二
〇
〇
頁

18
　『
民
間
伝
承
』
三
巻
二
号
　
民
間
伝
承
の
会
　
一
九
三
七
年
　
十
八
頁

19
　『
新
庄
市
史
　
新
庄
市
史
別
巻
民
俗
編
』
二
〇
〇
六
年
　
三
四
四
頁

20
　
佐
藤
和
彦
「
太
平
山
三
吉
大
神
」（『
高
志
路
』
三
四
四
号
　
二
〇
〇
二
年
）
十
五
頁

21
　�

佐
々
木
喜
善
　「
秋
田
の
三
吉
さ
ん
」（『
秋
田
郷
土
叢
書
』
一
九
三
四
年
）
九
十
八

頁

寺社縁起の変遷　－太平山三吉神社の縁起から－
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